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― 国 語 ― 
《 解 答 》 （ 配 点 ） 一  ３
６
点 二  ４
4

点 三  ２
０
点 

 

一  （ 3
6
点 ） 

問 一 ⓐ 単 純  ⓑ 倉 庫  ⓒ 過 程  ⓓ 根 本  ⓔ 理 論 

問 二 Ａ エ   Ｂ ア   Ｃ ウ 

問 三 二 酸 化 炭 素 を 外 に 出 さ な い （ と い う 点 。 ） 

問 四 間 接 

問 五 【 例 】 マ ン シ ョ ン の 内 装 や 一 戸 建 て 住 宅 、 家 具 な ど に 木 材 が 多 く 使 わ れ て い る か

ら 。 （ 35 字 ） 

問 六 エ 

問 七 ④ 貯 蔵 ⑤ 削 減 

問 八 ア 

※ 配 点 問 五 は ４ 点 。 問 三 ・ 問 四 ・ 問 七 は 各 ３ 点 。 そ の 他 は 各 ２ 点 。 

 

二  （ 4
4
点 ） 

問 一 ⓐ く ち ょ う  ⓑ ひ た い  ⓒ と も （ っ て ）  ⓓ ふ し  ⓔ み き 

問 二 エ 

問 三 恐 怖 

問 四 Ａ オ   Ｂ ア   Ｃ ウ 

問 五 【 例 】 （ 吹 き 上 げ る ） 風 の 声 

問 六 ア 

問 七 ほ ん の ひ と ～ っ て い る 。 （ 残 っ て い る ） 

問 八 ⑥ イ   ⑦ ア 

問 九 １ 【 例 】 じ ゃ ま す る 、 は ば む  ２ 【 例 】 必 要 な 、 大 切 な 、 欠 か せ な い   

３ 【 例 】 見 方 、 考 え 方 

問 十 イ 

※ 配 点 問 三 ・ 問 五 ・ 問 七 ・ 問 九 は 各 ３ 点 。 そ の 他 は 各 ２ 点 。 

 

三  （ 2
0
点 ） 

問 一 ① エ    ② ア    ③ イ 

問 二 ① 絶    ② 半    ③ 往 

問 三 ① エ ・ 宣  ② ア ・ 看  ③ ア ・ 俳  ④ イ ・ 処 

※ 配 点 各 ２ 点 。 
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《 解 説 》 
一  説 明 文 

問 一 漢 字 の 書 き 取 り の 問 題 で す 。 漢 字 は と め 、 は ね な ど に 注 意 し て 、 一 画 一 画 て い ね い

に 書 く よ う 心 が け ま し ょ う 。 

問 二 接 続 語 の 問 題 で す 。 空 ら ん の 前 後 の 内 容 を よ く 読 ん で 判 断 す る よ う に し ま し ょ う 。

ま た 、 そ の 文 の 最 後 の 言 葉 が ヒ ン ト に な る 場 合 も あ り ま す 。 た と え ば 、  Ａ の 文

は 、 最 後 が 「 ～ か ら だ 。 」 と な っ て い ま す 。 こ こ か ら 、 前 文 に 対 す る 理 由 が 述 べ ら れ

て い る と わ か り 、 「 エ な ぜ な ら ば 」 が 入 る こ と が 分 か り ま す 。 

問 三 ぼ う 線 ① の 直 前 の 「 だ か ら 」 に 注 目 し ま し ょ う 。 「 だ か ら 」 の 直 前 あ た り に 理 由 が

書 か れ て い る と 判 断 で き ま す 。 「 木 造 建 築 物 や 木 製 家 具 」 は 、 「 木 材 」 で 作 ら れ た も

の で す 。 木 材 に は ど ん な 特 徴 が あ る の か 、 こ の 段 落 を よ く 読 め ば 、 答 え が 見 つ か る で

し ょ う 。 

問 四 対 義 語 の 問 題 で す 。 「 直 接 」 の 対 義 語 は 「 間 接 」 で す 。 他 に も 「 原 因 」 と 「 結

果 」 、 「 積 極 的 」 と 「 消 極 的 」 な ど 、 さ ま ざ ま な 言 葉 の 対 義 語 や 類 義 語 を 知 る と 、 言

葉 の 知 識 が 増 え て い き ま す よ 。 

問 五 こ の 問 題 も 、 ぼ う 線 ③ の 直 前 に 「 だ か ら 」 と あ り ま す の で 、 こ の 前 の 文 が 理 由 に あ

た る 文 で す 。 そ れ を う ま く ま と め ま し ょ う 。 必 要 の な い 言 葉 は け ず っ て 、 要 点 だ け を

ま と め て い き ま す 。 

問 六 最 近 話 題 の 環 境 問 題 に 関 す る 用 語 の 問 題 で す 。 二 酸 化 炭 素 を は じ め と す る 温 室 効 果

ガ ス に つ い て 、 「 排 出 を 全 体 と し て ゼ ロ に す る 」 取 り 組 み が 行 わ れ て い ま す 。 排 出 を

完 全 に ゼ ロ に す る こ と は 難 し い た め 、 二 酸 化 炭 素 を 増 や さ な い こ と で 「 差 し 引 き ゼ

ロ 」 と し 、 理 論 上 の 「 ゼ ロ 」 を 目 指 す の が 「 カ ー ボ ン ・ ニ ュ ー ト ラ ル 」 で す 。 

問 七 こ こ に 入 る の は 、 こ の 文 章 の キ ー ワ ー ド で あ る 「 貯 蔵 」 と 「 削 減 」 が 入 り ま す 。 実

際 に 本 文 に 「 貯 蔵 」 「 削 減 」 と い う 言 葉 が 何 度 も 登 場 し て い ま す 。 印 を つ け な が ら 読

み 直 し て み て く だ さ い 。 

問 八 筆 者 の 説 明 の し か た の 特 徴 を 問 う 問 題 で す 。 こ の よ う な 問 題 の 場 合 、 「 こ れ は 当 て

は ま ら な い な 」 と 思 う 内 容 の 選 択 肢 を 消 し て い く 「 消 去 法 」 で 解 い て い く の も 一 つ の

方 法 で す 。 

 

二  物 語 文 

問 一 漢 字 の 読 み を 答 え る 問 題 で す 。 漢 字 に は 音 読 み と 訓 読 み が あ り ま す 。 こ こ で は 主 に

訓 読 み を 出 題 し て い ま す 。 一 つ の 漢 字 に 二 つ 以 上 の 読 み が あ る 漢 字 は た く さ ん あ り ま

す 。 し っ か り 勉 強 し て お き ま し ょ う 。 

問 二 「 ド キ ド キ 」 に は い ろ ん な 種 類 が あ り ま す よ ね 。 こ こ で は 、 「 さ つ き 」 が 飛 ぶ 前 に

永 井 コ ー チ た ち が 、 「 （ 天 才 ジ ャ ン パ ー で あ る ） 理 子 ち ゃ ん が 連 れ て き た 子 だ か ら 、

き っ と 素 質 が あ る は ず ！ 」 と 、 「 さ つ き 」 に 期 待 し て い る よ う な 会 話 を し て い ま す 。

「 さ つ き 」 も 、 心 の 中 で （ 上 手 く 飛 ば な き ゃ 駄 目 か な ？ ） と 思 っ て い る と い う こ と

は 、 「 期 待 に こ た え な け れ ば 」 と 思 っ て い る よ う で す ね 。 
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問 三 ぼ う 線 ② の 直 後 に 、 （ こ わ い ） と い う 言 葉 が 何 度 も 出 て き ま す 。 「 こ わ い 」 と い う

気 持 ち を 表 す 漢 字 二 字 の 言 葉 は 、 ぼ う 線 ② の 二 行 前 と 、 ４ ペ ー ジ の 最 後 の 行 に あ る

「 恐 怖 」 と い う 言 葉 で す 。 

問 五 こ の 「 声 」 は 、 「 来 い 」 「 飛 ん で 来 い 」 「 飛 べ 」 と 言 っ て い ま す 。 何 の 声 で し ょ

う ？ ５ ペ ー ジ の ニ ～ 三 行 目 に 「 吹 き 上 げ る 風 の 声 。 ／ 飛 べ 、 そ う 言 っ た 。 」 と 書 い

て あ り ま す 。 「 飛 べ 」 と 言 っ た の は 、 「 風 」 だ と い う こ と で す ね 。 

問 六 ス タ ー ト す る 前 は 「 期 待 に こ た え な く ち ゃ 」 と い う 緊 張 感 や 、 見 え な い と こ ろ を 飛

ぶ 恐 怖 感 で 「 ド キ ド キ 」 し て い た 「 さ つ き 」 で す が 、 飛 ん だ あ と は 自 分 の 気 持 ち が う

ま く 言 葉 で 表 す こ と が で き な い ほ ど 、 興 奮 し て い る 様 子 が 分 か り ま す 。 そ し て 、 「 理

子 」 に 何 度 も 「 楽 し か っ た 」 と 伝 え て い ま す 。 

問 七 「 一 瞬 」 と は 、 あ っ と い う 間 に 過 ぎ 去 っ て い く も の で す が 、 そ の と き に 感 じ た も の

が 忘 れ ら れ な い く ら い の も の な ら ば 、 そ の 気 持 ち は 「 永 遠 」 に 心 に 残 り 続 け て い く よ

う に 思 え ま す 。 そ れ を 「 永 遠 の よ う な 一 瞬 」 と 表 現 し て い る の で す ね 。 

問 九 「 向 か い 風 」 と は 、 進 も う と す る 方 向 か ら 自 分 の 方 に 吹 い て く る 風 で す 。 で す か

ら 、 前 に 進 も う と 歩 い て い る 人 に と っ て は 、 前 進 す る 力 を じ ゃ ま す る も の で す よ ね 。

し か し 、 そ の 向 か い 風 も 、 ス キ ー ジ ャ ン プ で は 遠 く へ 飛 ぶ の に 欠 か せ な い も の だ と 、

「 理 子 」 は 「 さ つ き 」 に 教 え て く れ て い ま す 。 

 

三  語 句 の 問 題 

 

  こ と わ ざ や 四 字 熟 語 な ど を 出 題 し て い ま す 。 対 策 と し て 、 漢 字 検 定 ５ 級 程 度 の 問 題 を 解 い

て み る と よ い で し ょ う 。 

   

問 一 ① 「 傷 口 に 塩 を 塗 る 」 と エ 「 泣 き っ 面 に 蜂 」 は 、 「 不 運 や 不 幸 が 重 な る こ と 」 の た

と え で す 。 

② 「 転 ば ぬ 先 の 杖 」 と ア 「 石 橋 を 叩 い て 渡 る 」 は 、 「 用 心 に 用 心 を 重 ね て 十 分 準 備

を し て お く こ と 」 で す 。 

③ 「 虻 蜂 取 ら ず 」 と イ 「 二 兎 追 う も の は 一 兎 を も 得 ず 」 は 、 「 両 方 と も 手 に 入 れ よ

う と し て 、 結 局 ど ち ら も 取 り 損 な う こ と 」 を 表 し て い ま す 。 

問 二 同 じ 漢 字 を 使 っ た 四 字 熟 語 の 問 題 で す 。 正 解 は 、 ① 「 絶 体 絶 命 」 、 ② 「 半 信 半

疑 」 、 ③ 「 右 往 左 往 」 と な り ま す 。 

問 三 同 じ 漢 字 を 使 っ て い る も の を 選 び 、 そ の 漢 字 を 書 く 問 題 で す 。 

①  「 宣 伝 」 （ ア 「 専 念 」 イ 「 先 頭 」 ウ 「 銭 湯 」 エ 「 宣 言 」 ） 。 

②  「 看 病 」 （ ア 「 看 板 」 イ 「 簡 潔 」 ウ 「 干 潮 」 エ 「 巻 末 」 ） 。 

③  「 俳 優 」 （ ア 「 俳 句 」 イ 「 肺 呼 吸 」 ウ 「 背 景 」 エ 「 拝 観 料 」 ） 。 

④  「 処 置 」 （ ア 「 部 署 」 イ 「 対 処 」 ウ 「 諸 国 」 エ 「 所 在 地 」 ） 。 
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― 算 数 ― 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１点（各点）

整数，小数，分数の計算は何度も練習しましょう。また面積や体積，角度など基本的な問

題です。問題をよく読んで解きましょう。

　　　　□に入るのは，との公倍数になります。　

　



　（）の中の数はの逆数です。

　



　　と□の中の数を分数にして考えると，見つけやすくなります。

　　　をとしてみましょう。

　　　たし算とかけ算，先に計算するのはどちらですか。

　　　□の数は，の倍です。

　　三角形の面積の求め方を確認しましょう。

　  　おうぎ形の面積の求め方を確認しましょう。

　　直方体の体積の求め方を確認しましょう。

　　正三角形や平行四辺形の性質，三角形や四角形の角の大きさの和などを

使って考えましょう。



２点（各点）

割合や平均，統計などを利用した問題です。

　

とわかるので，となり，だとわかります。

　円のノート　　冊　　円のノート　　冊　（両解）

すべて円のノートを買ったとすると，円かかります。

売り上げは円なので，差は円です。これを，ノートの代金の差の円で割ると，

冊となり，円のノートは冊だとわかります。だから，円のノートは冊に

なります。

　①　　　②　およそ　

①　個のさつまいもの重さの合計は，になるので，平均は，。

②　①の平均の重さを利用して，およそと考えます。

　大人　人　　子ども　人　（両解）

子どもの数が大人の数の倍なので，人を  でわると大人の数が出てきます。

大人は人だとわかり，子どもは人となります。
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人

       冊

　人

人のうち，どちらもないと答えた人が人いるので，残りの人の部屋にはカレンダ

ーか時計があります。時計がある人とカレンダーがある人を加えると人なので，

人の部屋には，時計とカレンダーの両方があることがわかります。時計がある

人から両方を持っている人をひくと，部屋に時計があってカレンダーがない人が人

となります。

　①　冊　　②　右図

①　最頻値は，資料の値の中で，いちばん

多い値のことです。

②　各階級は，「以上」「未満」を使って，

冊以上冊未満と区切られます。したがって，

冊の人は「～」の階級にふくまれます。

３点（各点）

　円　

姉のおこづかいは，円だとわかります。茶わんの値段は，姉のおこづかいの倍な

ので円です。箱が円なので，支払う代金は，

円です。だから，おつりは円だとわかります。　　

　円　　

お茶の葉つ分の代金は，円です。安くしてもらえるので，

円だとわかります。

４点（各点）　

 毎分

～分のところをみると，九太郎くんは公園から家までの道のりを分で歩

いていることがわかるので，毎分です。

 

九太郎くんは，学校から公園まで分かけて歩いたので，。公園から

家まではなので，となります。

 分以内

家から公園まではで，お母さんが公園まで走ると分かかります。

九太郎くんが公園に着くまでに分かかるので，お母さんが公園に着くには，

分前までに家を出発すればいいことがわかります。
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５点（各点）

　

管からは，の水が分間出るので，  入ります。底面積は

  なので，水の高さはとなります。

　分後

直方体の容積は，  です。管からは，毎分  の水が

入るので，分後にいっぱいになります。

　分後

管は分間ずっと水が出ているので，管から入れた水は  。

なので，菅からは  の水が入ったことがわかります。

よって，分後とわかります。

６点（各点）

　①　  　　②　  

①　　　部分は，底辺も高さもの三角形です。

②　部分を切り落として紙を開くと，右の図のようになり

ます。求めたい部分の面積は，正方形の面積の半分になってい

ます。

　①　右図　　②　  

②　　部分は，合同な三角形個と合同な半円個でできて

います。この三角形つの面積は，。半円つの

面積は，なので，求めたい部分の面積は，

    です。
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― 英 語 ― 
 

【リスニング】 
 

１ （各１点） 

問１（１）ウ （２）イ （３）ア  

問２（１）ウ （２）ウ （３）ア （４）イ （５）ウ 

  （６）エ  （７）イ 

＜解説＞ 

問１ 数字や動作などの、英語の基本的な単語力を問う問題です。日頃から聞き慣れてい

ることの多い英語からの出題ですが、“thirteen（13）”や “thirty(30)”などは、発音が似てい

るため、聞き取りにくい単語の組み合わせの一つです。自分で単語を読むことで、音の違

いに気づくことができます。繰り返し練習してみましょう。 

問２ 天気予報や買い物、時間割などの、日常生活で使用することの多い場面からの出題

です。小学校での外国語の授業は、このような場面ごとの会話が中心となっています。日

頃の授業を大切にして、積極的に会話に挑戦していきましょう。 

 

 

【筆記】 
 

２ （各１点） 

問１ s  問２ b  問３ g  問４ a  問５ n  

 

３ （各１点） 

問１ February 問２ Wednesday 

 

４ （１点） 

cold 

 

５ （各１点） 

問１ play 問２ （例）私はサッカー部に入りたいです。 

 

 

 

＜解説＞単語リストを中心に出題しています。中学校になると、「書くこと」が多くなり

ます。日本語と違い、英語の単語は、つづりと発音が一致しないことが多くあります。そ

んな中で、英単語を覚えることは大変だと思いますが、ゆっくりと発音しながら単語を書

く練習をしましょう。そうすることで、少しずつ理解も深まるはずです。また、４線の正

しい位置にアルファベットを書くことも心がけてください。 

 


